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年 9 月４日には２個、翌５日には 11 個が流れ着いた。台風がもたらす普段より強大な波浪
は、この種のタネをあちこちに打ち上げて分散に一役買っている。ハマオモトは瀬戸臨海
実験所構内のあちらこちらに生えていて、夏に臭いの良い白い花を開かせる。こちらは、
瀬戸臨海実験所が1949年より出版している欧文研究報告の表紙のロゴマークになっている。 
 ハマオモトのタネは、海をあちこち漂い、分布を広げているが、寒い地方では成長も成
熟もできない。自生地の北限は太平洋岸では房総半島で、日本海側では山口県である。こ
のような生理的限界があるため、わが国では、丁度、年平均気温が 15℃、年最低気温がマ
イナス 3.5℃の等温線と一致した地理的分布を示している。これをハマオモト線（クリナム
ライン）と呼んでいる。このラインは、他の南方系生物、とりわけ様々な植物や昆虫など
の分布の北限ともなっているので、一般的な呼称として「本州南岸線」と呼ばれることも
多い。 
 
図．南方系のモモタマナ果実とそれに付着したエボシガイの瀬戸臨海実験所北浜への漂着 
 
５．事務局便り： 
●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思
